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※この試験についてのお問い合わせは、上板町役場　総務課（TEL：694− 6801）へお願いします。

試　　験　　日　 ▼　平成２６年９月２１日（日）

申込受付期間　 ▼　平成２６年７月２２日（火）〜

平成２６年８月５日（火）

採　　用　　日　 ▼　平成２７年４月１日以降

　板野西部消防組合消防職員を採用します。採用予

定人数、受験申し込み方法等は、次の要領のとおり

です。なお、今回の採用予定日は、平成２７年４月

１日以降です。

１　採用予定職種及び人数

　　消防職員（２４時間交替勤務）　若干名

２　受験資格

　　昭和６３年４月２日から平成９年４月１日まで

に生まれた者。

　　（詳しくは、試験案内をご覧ください。）

３　受付期間

　　平成２６年７月２２日（火）

　　午前８時３０分から８月５日（火）午後５時まで。

４　試験の日程

　　■第１次試験（県内統一試験で実施）

　　　日　　時　平成２６年９月２１日（日）午前１０時から

　　　場　　所　徳島文理大学　９号館　人間生活学部棟

　　　　　　　　　（徳島市山城町西浜傍示１８０）

　　　合格発表　平成２６年１０月下旬頃

　　■第２次試験

　　　日　　時　　平成２６年１１月以降

　　　備考…詳しい事項は、直接連絡します。

５　お申し込み・お問い合わせ先

　　板野西部消防組合消防本部総務課

　　電話　０８８−６７２−０１９８

　　〒７７９−０１１４　徳島県板野郡板野町羅漢字前田３５

平成２６年度
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※　申込用紙、試験案内は、板野西部消防組合消防本部総務課で７月７日から配布します。

　　郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員試験請求」と朱書し、あて先明記の１２０円切手を貼ったＡ４版

返信用封筒を必ず同封してください。

１．試験区分、採用予定人数及び職務の内容

職　務　の　内　容採用予定人数試　験　区　分

上板町の各部署において、一般行政事務に従事します。３名程度高等学校卒業程度一 般 事 務

上板町の保育所において、保育士業務に従事します。若干名短期大学卒業程度保 育 士

２．受験資格

受　　験　　資　　格試　験　区　分

昭和 59 年 4 月 2 日から平成 9 年 4 月 1 日までに生まれた者。高等学校卒業程度一 般 事 務

昭和 59 年 4 月 2 日から平成 7 年 4 月 1 日までに生まれた者で、保育士の資格を
有する者又は平成 27 年 3 月 31 日までに当該資格を取得する見込みの者。

短期大学卒業程度保 育 士

３．試験の日時及び試験場

試　　験　　場試　験　日　時区　　分

徳島文理大学　９号館　人間生活学部棟
（徳島市山城町西浜傍示１８０）
※試験場への車の乗り入れは、送迎を含め固く禁止します。
　なお、付近に駐車場はありませんので、交通機関を利用

してください。

平成２６年９月２１日（日）
（１）開場時間　９時
（２）試験時間
　　○一般事務　１０時から１２時まで
　　○保　育　士　１０時から１４時３０分

第１次試験

平成２６年１１月中旬予定（日時及び場所は、第１次試験合格者に通知します。）第２次試験

４．試験の方法　　第１次試験は、次のとおり行います。

試　験　の　内　容時　　　間試験種目

公務員として必要な一般的知識及び知能について、試験区分に応じた択一式によ
る筆記試験を行います。

１０時から
１２時まで

教 養 試 験

専門的知識及び能力について、択一式による筆記試験を行います。　※保育士のみ
１３時から
１４時３０分まで

専 門 試 験
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検
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こ
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。
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︵
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︶
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追
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︶
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申
込
方
法

　

◎﹁
国
保
・
人
間
ド
ッ
ク
申
込
書
﹂に
、住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
受
診
希
望

月
を
記
入
・
捺
印
の
う
え
七
月
三
十
一
日

︵
木
︶ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
税
務
課
窓
口
も
し

く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま

す
。

　
　

申
込
み
順
で
一
五
〇
名
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

◎
受
診
期
間
の
う
ち
、
九
月
・
十
月
は
他
の

保
険
の
健
診
が
集
中
す
る
時
期
で
、
日
程

に
よ
っ
て
は
検
査
の
待
ち
時
間
が
長
く
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

◎
受
診
日
に
つ
い
て
は
、
後
日
健
診
セ
ン

タ
ー
か
ら
直
接
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
合
の
良
い
日
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
に
関
し
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
上
板
町
役
場　
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上
板
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
保
の
被
保

険
者
を
対
象
に
平
成
二
十
六
年
度
の
人
間
ド
ッ

ク
︵
総
合
健
康
診
査
︶
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
習
慣
の
中
で
蓄
積
さ
れ
、
自
覚

症
状
が
す
ぐ
に
現
わ
れ
な
い
生
活
習
慣
病
な
ど

を
早
期
に
発
見
し
対
策
す
る
た
め
に
は
、
定
期

的
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
最
も
有
効

な
手
段
で
す
。

　

自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
疾
病
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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︶
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者
○
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保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に

属
す
る
者
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ッ
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の
受
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項

目
に
含
ま
れ
て
い
ま
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で
、
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健
診
対
象
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方
は
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ッ
ク
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併
せ
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受
診
で
き
ま

す
。
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で
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。

う
ち
一
七
、五
〇
〇
円
を
国
保
か
ら
補
助
し

ま
す
の
で
、個
人
負
担
額
は
一
八
、五
〇
〇
円

で
す
。︵
特
定
健
診
該
当
者
の
方
で
人
間
ド
ッ

ク
と
併
せ
て
受
診
す
る
方
は
個
人
負
担
額

一
三
、二
五
〇
円
で
す
。︶

◎
希
望
に
よ
り
、
個
人
負
担
を
追
加
す
れ
ば
次

　

特
定
健
康
診
査
は
、
自
覚
症
状
が
な
く

進
行
す
る
糖
尿
病
・
高
血
圧
等
の
生
活
習

慣
病
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
健
診

の
結
果
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
高
く
、

ま
た
生
活
習
慣
病
の
改
善
が
必
要
な
方
に

は
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
の
専
門

家
か
ら
の
保
健
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
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受
診
回
数
は
一
回
で
す
。
い
ず
れ
か
の

方
法
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
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医
療
機
関
で
受
診

　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
に
同
封
の
県
内

実
施
期
間
一
覧
表
に
載
っ
て
い
る
医
療
機

関
で
受
診
で
き
ま
す
。

■
上
板
町
農
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環
境
改
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セ
ン
タ
ー
で
受

診
︵
集
団
検
診
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平
成
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十
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十
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三
十
日
︵
木
︶
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午
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間

　
　
　

午
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時
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〜
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■
人
間
ド
ッ
ク
で
受
診

　

上
板
町
国
民
健
康
保
険
や
Ｊ
Ａ
等
が
実

施
す
る
﹁
人
間
ド
ッ
ク
﹂
を
受
診
す
る
際

に
、
人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
健
康
診
査
の
内

容
を
同
時
に
実
施
で
き
ま
す
。

上
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町
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方
へ

上
板
町
国
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康
保
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入
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成
二
十
六
年
度

が
始
ま
り
ま
す
。
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

今

月

の

納

税

　

七
月
は
固
定
資
産
税
と
国
民
健
康
保
険

税
︵
一
期
︶
の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
七
月
三
十
一
日
︵
木
曜
日
︶

で
す
。

　

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
七
月
三
十
一
日
に

引
き
落
と
し
い
た
し
ま
す
の
で
、
残
高
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
転
出
・
婚
姻
等
、
世
帯
状
況
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
自
動
的
に
解
約
と

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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■
口
座
振
替
の
手
続
き

　

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
参
し
、
上
板

町
内
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

■
ご
利
用
い
た
だ
け
る
町
税

　

町
県
民
税
︵
普
通
徴
収
分
︶
・
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税

■
取
扱
金
融
機
関

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
板
野
郡
農
協
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
役
場　

税
務
課
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税制改正にともなう国民健康保険税の見直しについて
　

平
成
二
十
六
年
度
の
税
制
改
正
に
と
も
な
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

課
税
限
度
額
の
見
直
し
に
つ
い
て　

　

国
民
健
康
保
険
税
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
に
係
る
課
税
限
度
額
を
十
六
万
円
︵
現

行
十
四
万
円
︶
に
、
介
護
納
付
金
に
係
る
課
税
限
度
額
を
十
四
万
円
︵
現
行
十
二
万

円
︶
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

低
所
得
者
に
係
る
保
険
税
軽
減
の
拡
充
に
つ
い
て　

　

低
所
得
者
の
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
の
対
象
を
拡
大
す
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
税
の
五
割
軽
減
及
び
二
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
の
引

き
上
げ
等
を
行
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先　

上
板
町
役
場　

税
務
課　

℡　

六
九
四
︱
六
八
〇
七



　収入の減少や失業等により保険料を納めることが経済的に難しいときの手続きを案内します（保

険料免除・納付猶予）。

　国民年金第１号の被保険者は、毎月の保険料を納めていただく必要があります。しかしながら、

所得が少ないなど、保険料を納めることが難しい場合もあります。

　そのような場合は、未納のままにしないで、「国民年金保険料免除・納付猶予制度」の手続きを

行ってください。

　保険料免除や納付猶予になった期間は、年金の受給資格期間（25 年間）には算入されます。

　ただし、年金額を計算するときは、保険料免除は保険料を納めた時に比べて２分の１（平成 21

年３月までの免除期間は３分の１）になります。

※納付猶予になった期間は年金額には反映しません。

　受給する年金額を増やすには、保険料免除や納付猶予になった保険料を後から納める（追納する）

必要があります。

※学生の方はこの制度を利用できません。「学生納付特例制度」を利用してください。

※配偶者から暴力を受けた方は「特例免除」が利用できます。

・保険料を免除された期間は、老後年金を受け取る際に1/2（税金分）受け取れます。

　（手続きをしていただけず、未納となった場合1/2（税金分）は受け取れません。）

・保険料免除・納付猶予を受けた期間中に、ケガや病気で障害や死亡といった不慮の事態が発生

した場合、障害年金や遺族年金を受け取ることができます。

　ア）保険料免除制度とは

　　　所得が少なく本人・世帯主・配偶者の前年所得（１月から６月までに申請される場合は前々

年所得）が一定額以下の場合や失業した場合など、国民年金保険料を納めることが経済的に困

難な場合は、ご本人から申請書を提出いただき、申請後に承認されると保険料の納付が免除に

なります。

　　　免除される額は、全額、４分の３、半額、４分の１の四種類があります。

　イ）保険料納付猶予制度とは

　　　20 歳から 30 歳未満の方で、本人・配偶者の前年所得（１月から６月までに申請される場合

は前々年所得）が一定額以下の場合には、ご本人から申請書を提出いただき、申請後に承認さ

れると保険料の納付が猶予されます。これを若年者納付猶予制度といいます。

■保険料を納めることが、経済的に難しいとき

⑴　保険料免除・納付猶予制度とは

お問い合わせ先　　徳島北年金事務所　TEL 088−655−0200▼

手続きをするメリット

国民年金保険料免除等の手続きについて国民年金保険料免除等の手続きについて





　上板町では、地球温暖化防止並びに省エネルギーを図り、さらには食育に取り組むため、町民の方

を対象にゴーヤー苗の無料配布や保育所、幼稚園及び小中学校においてゴーヤーによる「緑のカーテ

ン事業」を実施し、「緑のカーテン」を普及させる運動を展開しています。その一環として、本年度

も「緑のカーテンコンテスト」を行います。

対　　象　　今年、県内の家庭、事業所（学校等）において、ゴーヤーによる「緑のカー

　　　　　　テン」を設置された個人、団体。

部　　門　　「家庭部門」「事業所部門」

応募方法　　応募用紙に必要事項を記入し、写真を添えて下記応募先まで

　　　　　　提出してください。写真は最大５枚までとします。

　　　　　　応募用紙等は町ホームページからダウンロードできます。

応募締切　　平成26年８月22日（金）午後５時必着

応　募　先　　上板町役場　環境保全課　緑のカーテンコンテスト係

　　　　　　〒771-1392　徳島県板野郡上板町七條字経塚42番地

　　　　　　TEL：088−694−6813  　FAX：088−694−5903

　　　　　　E-mail  ka@townkamiita.jp

審査基準　　規模・完成度・アピール・工夫・効果を総合的に審査します。

賞　　　　　各部門の優秀作品を表彰します。（副賞あり）

結果発表　　広報かみいた及び町ホームページ等で発表します。

1

2

3

4

5

6

7

8

（抜粋）応 募 要 領

緑のカーテンコンテスト参加者募集緑のカーテンコンテスト参加者募集

（お問い合わせ先）

応募の際の注意事項

【主催】上板町　　　【協賛】公益社団法人　鳴門法人会

①応募いただいた内容及び写真は広報等で使用する場合がありますので、了承のうえ応募

　してください。

②応募用紙と写真は返却いたしません。

③応募に伴う一切の費用は応募者の負担とします。

④電子メールによる応募は、1Ｍバイト以内とし画像データはjpg形式としてください。
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夏
場
は
、
特
に
水
切
り
を
徹
底

　

ご
み
処
理
に
お
い
て
は
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、

年
間
を
通
じ
て
梅
雨
が
明
け
た
七
月
・
八
月
は
、

最
も
ご
み
が
増
え
る
時
期
で
あ
り
、
そ
の
ご
み
に

水
分
が
多
量
に
含
ま
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

夏
場
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て
、

各
ご
家
庭
で
十
分
﹁
水
切
り
﹂
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因

水
分
は
、
ご
み
処
理
経
費
増
加
の
要
因

　

町
内
の
ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
月
ご
と
の

﹁
可
燃
ご
み
量
﹂
は
、
平
成
二
十
五
年
に
お
い
て

は
、
七
月
が
約
一
九
七
ト
ン
、
八
月
が
約
一
八
九

ト
ン
、
一
番
少
な
い
二
月
が
約
一
五
〇
ト
ン
で
し

た
。

　

こ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
は
、生
ご
み
等
の﹁
水

分
過
多
﹂
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
収
集
車
︵
四
ト
ン
パ
ッ
カ
ー
車
︶
に
ご
み

を
積
載
し
、
軽
く
圧
縮
す
る
だ
け
で
汚
水
処
理
タ

ン
ク
か
ら
約
二
八
リ
ッ
ト
ル
の
﹁
汚
水
﹂
が
出
ま

す
。
い
か
に
可
燃
ご
み
は
﹁
水
切
り
﹂
で
き
て
い

な
い
か
分
か
り
ま
す
。

　

一
年
間
の
﹁
汚
水
量
﹂
を
推
計
す
る
と
、
平
成

二
十
五
年
は
、
ご
み
収
集
車
延
べ
八
四
三
台
で
運

搬
し
ま
し
た
の
で
、
約
二
〇
ト
ン

か
ら
二
五
ト
ン
に
も
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
多
く
の
水
を
ご
み
と
し

て
運
び
、
処
理
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。﹁
水
切
り
﹂
を
徹
底

し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
こ
れ
だ

け
の
ご
み
を
減
量
化
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

水
分
を
多
く
含
ん
だ
ご
み
は
、
ご
み
処
理
施
設

の
燃
料
費
高
騰
の
大
き
な
要
因
に
な
り
、
中
央
広

域
環
境
施
設
組
合
︵
一
部
事
務
組
合
︶
の
ご
み
処

理
負
担
金
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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生
ご
み
﹁
水
切
り
﹂
の
ポ
イ
ン
ト
！

❶　

濡
ら
さ
な
い
！

　

水
分
を
吸
わ
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
❷　

乾
か
す
！

　

野
菜
の
皮
な
ど
は
、
乾
か

し
ま
し
ょ
う
。

　
❸　

絞
る
！

　

水
分
を
﹁
ぎ
ゅ
っ
と
﹂
し
ぼ
り
ま
し
ょ
う
。

　
※
水
切
り
を
し
な
い
弊
害
と
し
て
は
、
夏
場
は
特

に
悪
臭
が
発
生
し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近

の
方
の
ご
迷
惑
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
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ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

生
ご
み
の
堆
肥
化
に
も
ご
協
力
を

　

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て
家
庭
菜

園
等
に
利
用
す
れ
ば
、
一
石
二
鳥
。

　

上
板
町
で
は
、
家
庭
用
生
ご
み

処
理
機
等
の
購
入
費
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
保
全

課
迄
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

上
板
町
役
場　

環
境
保
全
課

℡　

六
九
四−

六
八
一
三

夏場のごみを減量！夏場のごみを減量！夏場のごみを減量！
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行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
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支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて

災
害
発
生
時
の
避
難
行
動
支
援
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
に
、
自
力
で
避
難
す
る
事
が
困
難
な
方
︵
避
難
行
動
要
支
援
者
︶
か
ら

の
申
請
に
基
づ
き
台
帳
を
作
成
し
、
迅
速
な
避
難
行
動
支
援
等
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
、
民
生
児
童
委
員
、
消
防
団
等
と
情
報
を
共
有
し
連
携
し
て
支

援
を
進
め
ま
す
。

　

�
災
害
の
状
況
に
よ
り
、
希
望
さ
れ
る
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　

�
災
害
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
の
備
え

が
大
切
で
す
の
で
、
普
段
か
ら
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。 

　

�
災
害
発
生
時
に
地
域
の
助
け
合
い
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、
日
頃
か
ら
周
囲

の
方
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象
とととととととととととととととととととと
なななななななななななななななななななな
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
とととととととととととととととととととと
はははははははははははははははははははは

対
象
と
な
る
避
難
行
動
要
支
援
者
と
は

　

次
に
掲
げ
る
方
の
う
ち
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
地
域
で
の
支
援
を
希
望
し
、
支
援

を
受
け
る
た
め
に
個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
方
で
す
。

　

⑴　

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
方

　

⑵　

介
護
保
険
認
定
者
の
う
ち
、
要
介
護
度
三
以
上
の
方

　

⑶　

身
体
障
が
い
者
手
帳
一
級
又
は
二
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　

⑷　

療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　

⑸　

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
一
級
又
は
二
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

　

⑹　

難
病
患
者

　

⑺　

前
各
号
に
掲
げ
る
方
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
方

支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
をををををををををををををををををををを
希希希希希希希希希希希希希希希希希希希希
望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望
ささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
のののののののののののののののののののの
申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててて

支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申
込
み
方
法
に
つ
い
て

　

役
場
福
祉
保
健
課
へ
印
鑑
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
︵
代
理
の
方
で
も
可
能

で
す
︶。

　

ま
た
、
高
齢
等
の
理
由
に
よ
り
窓
口
に
出
向
く
の
が
困
難
な
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
け
ま
す
と
﹁
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
申
請
書
﹂
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
ご
記
入
押
印
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、
再
度
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
申
請
の
内
容
に
つ
い
て
は
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課　
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てててててててててててててててててててててててててててててて

　

平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
消
費
税
率
が
八
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
暫
定
的
・
臨
時

的
措
置
と
し
て
要
件
を
満
た
す
方
に
、
臨
時
給
付

金
ま
た
は
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
︵
た
だ
し
、
同
一
の
方
に
、
重
複
し
て

支
給
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。︶。

■
臨
時
福
祉
給
付
金

①
対
象
者

　

基
準
日
︵
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
︶
に
お
い

て
、
上
板
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
で
、
平
成

二
十
六
年
度
の
町
民
税
︵
均
等
割
︶
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
六
年
度
市
区

町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

場
合
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い

る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

②
支
給
額

　

対
象
者
一
人
に
つ
き
一
万
円
。
た
だ
し
、
老
齢

基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
な

ど
の
受
給
者
や
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
な
ど
の
受
給
者
は
五
千
円
加
算
さ
れ
ま
す
の

で
、
一
万
五
千
円
を
支
給
。

■
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

①
対
象
者

　

基
準
日
︵
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
︶
に
お
い

て
、
上
板
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
で
、
平
成

二
十
六
年
一
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者
で
あ
っ

て
平
成
二
十
六
年
度
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得

制
限
額
に
満
た
な
い
人
。︵
た
だ
し
、
平
成
二
十

六
年
一
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
対
象

外
で
す
︶

②
支
給
額

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
１
人
に
つ
き
一
万
円
。

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
に
つ
い
て

■
申
請
方
法

①
申
請
期
間
は
い
ず
れ
の
給
付
金
も
次
の
と
お
り
で

す
。

　

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
︵
金
︶〜

平
成
二
十
六
年
十
一
月
四
日
︵
火
︶

②
申
請
手
続
き

・
臨
時
福
祉
給
付
金

　
　

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
給
付
金

の
申
請
書
類
を
七
月
中
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
　

対
象
と
な
る
人
は
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
四

日
︵
当
日
消
印
有
効
︶
ま
で
に
、
送
付
さ
れ
た
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添
付
書
類
を
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
上
板
町
役
場
福
祉
保
健
課
窓
口
で
も
申
請
受

付
い
た
し
ま
す
。

・
子
育
て
世
帯
特
例
給
付
金

　
　

支
給
対
象
と
な
る
児
童
手
当
の
受
給
者
に
対
し
、

申
請
書
類
を
児
童
手
当
現
況
届
の
案
内
に
同
封
し
、

七
月
上
旬
に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
上
板
町
役

場
福
祉
保
健
課
窓
口
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

︵
※
児
童
手
当
現
況
届
と
同
時
に
申
請
し
て
い
た

だ
い
て
構
い
ま
せ
ん
。
︶

　
　

公
務
員
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
福
祉
保
健
課

へ
の
現
況
届
の
提
出
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
勤
務

先
よ
り
配
布
さ
れ
て
い
る
申
請
書
と
児
童
手
当
受

給
状
況
証
明
書
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
給
付
金
を
装
っ
た
﹁
振
り
込
め
詐
欺
﹂
や

　

﹁
個
人
情
報
の
詐
取
﹂
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課
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明
る
い
選
挙
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

１　

趣　
　

旨 

　

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
で
明
る
い
も
の
と
す
る
に
は
、

政
治
を
立
派
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
き
れ
い
な
政
治
が
行
わ
れ
る
に
は
、
明
る
い
選

挙
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
徳
島
県
で
は
﹁
明
る
い
選
挙
啓
発
重
点
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
を
広
く
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
活
動

に
お
い
て
使
用
す
る
﹁
明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
た
め

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
﹂
を
募
集
し
ま
す
。

　

強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る 
�
こ
と
ば
�
、
目
的
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
伝
え
る
フ
レ
ー
ズ
、
選
挙
と
い
う

内
容
を
重
視
し
た
標
語
、
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

明
る
い
選
挙
に
ふ
さ
わ
し
い
、
個
性
豊
か
な
親
し
み

や
す
い
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２　

応
募
規
定 

⑴　

内　
　

容

　
　

﹁
明
る
い
選
挙
﹂
を
推
進
す
る
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
も
の
で
、
自
作
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

⑵　

応
募
資
格

　
　

県
内
に
在
住
す
る
人

⑶　

募
集
期
間

　
　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
一
日
︵
金
︶
か
ら

　
　

同
年
九
月
十
二
日
︵
金
︶
ま
で

⑷　

応
募
方
法

　
　

応
募
者
は
、
指
定
の
応
募
用
紙
︵
上
板
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
。
︶
に
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
、
住
所
、
氏
名
︵
ふ
り
が
な
︶
、
年
齢
、
職

業
︵
学
校
名
・
学
年
︶
、
電
話
番
号
、
を
記
入
の
上
、

九
月
十
二
日
︵
金
︶
ま
で
に
上
板
町
選
挙
管
理
委
員
会

︵
役
場
総
務
課
内
︶
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

応
募
は
、
応
募
用
紙
一
枚
に
つ
き
一
点
ま
で
と
し

ま
す
が
、
一
人
で
複
数
作
品
の
応
募
も
可
能
で
す
。

３　

審　
　

査 

⑴　

第
一
次
審
査

　
　

上
板
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

⑵　

第
二
次
審
査

　
　

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
設
置
す
る
﹁
明
る
い

選
挙
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
選
考
委
員
会
﹂
の
厳

正
な
審
査
に
よ
り
入
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

４　

表　
　

彰 

　

第
二
次
審
査
で
の
入
賞
作
品
に
は
、
徳
島
県
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
の
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

最
優
秀
賞　
　

一　

点
︻
賞
状
及
び
記
念
品
︼

　

優　

秀　

賞　
　

三　

点
︻
賞
状
及
び
記
念
品
︼

　

佳　
　

作　
　

十　

点
︻
記
念
品
︼

　

な
お
、
表
彰
式
を
十
二
月
頃
に
徳
島
市
内
に
お
い
て

開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、
入
賞
者
の
方
々
に
出
席
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５　

発　
　

表 

　

十
一
月
頃
に
入
賞
者
本
人
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も

に
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
が
入
賞
し
た
か
否
か

の
、
電
話
等
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き

ま
せ
ん
。

６　

そ　

の　

他 

⑴　

入
賞
作
品
の
一
切
の
著
作
権
・
使
用
権
は
、
徳
島

県
選
挙
管
理
委
員
会
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
、
明
る

い
選
挙
の
推
進
の
た
め
、
資
料
や
広
報
等
で
広
く
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵　

応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

　　

主　

催　

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会

　

共　

催　

徳
島
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
連
合
会

　

協　

力　

市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　

徳
島
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

市
町
村
教
育
委
員
会

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
板
町
選
挙
管
理
委
員
会︵
役
場
総
務
課
内
︶

　

℡　

六
九
四−

六
八
〇
一

知
的
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
し
た
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
う
ち
わ
や
名
刺
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
楽
し
め
る
内
容
を
た
く

さ
ん
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
六
日
〜

八
月
三
十
日

　
　
　
　

毎
週
土
曜
日　

十
時
〜
十
二
時︵
全
六
回
︶

■
場
所　

福
祉
ホ
ー
ム
リ
ズ
ム

　
　
　
　

二
Ｆ
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

　

︵
板
野
郡
藍
住
町
矢
上
字
安
任
五
六−

五
︶

■
費
用　

無
料

■
締
め
切
り　

七
月
十
八
日︵
金
︶

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
凌
雲

　

℡　

六
九
三−

一
一
一
七

　

Ԋ　

六
九
二−

六
七
七
六

平
成
二
十
六
年
度　
　
　

地
域
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

E
-m
ail：

s
u
p
p
o
rt@

s
e
lp
-h
a
rm
o
n
y.c

o
m

　

九
月
十
五
日
︵
月
︶
に
実
施
す
る
平
成

二
十
六
年
度
敬
老
会
に
お
い
て
、
結
婚
六

十
年
︵
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
︶
を
迎
え
た
ご

夫
婦
の
お
祝
い
を
す
る
予
定
で
す
。

　

次
の
基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
福
祉

保
健
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
ご
夫
婦

に
は
、
後
日
招
待
状
を
送
付
し
ま
す
。

︻
該
当
基
準
︼

昭
和
二
十
九
年
一
月
一
日
〜
昭
和
二
十

九
年
十
二
月
三
十
一
日
の
間
に
、
ご
結

婚
さ
れ
た
上
板
町
在
住
の
ご
夫
婦

︻
申
込
締
切
日
︼

　

平
成
二
十
六
年
八
月
十
五
日
︵
金
︶

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

上
板
町
役
場　

福
祉
保
健
課

　

℡　

六
九
四−

六
八
一
〇

　

馬
道
会
館
で
は
専
門
相
談
員
に
よ
る
年

金
と
各
種
保
険
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
疑

問
や
不
安
を
か
か
え
て
い
る
か
た
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
二
日

　
　
　
　

火
曜
日　

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

■
場
所　

馬
道
会
館

　
　
　
　

℡　

六
九
四−

四
八
六
八

　
　
　
　

上
板
町
西
分
字
原
渕
一
八−

二

・
相
談
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

年
金
と
各
種
保
険
相
談

年
金
・
健
康
保
険
・
失
業
保
険
・　

　

労
災
保
険
・
交
通
事
故
・
生
命
保
険
・

住
宅
ロ
ー
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

を
迎
え
る
ご
夫
婦

を
迎
え
る
ご
夫
婦

をを
お
祝
い
し
ま
す
。

お
祝
い
し
ま
す
。

開
設
予
定
日

一
日
行
政
相
談
所

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
役
所
の
仕
事
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応

じ
て
関
係
行
政
機
関
に
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開

設

日　

七
月
十
六
日
︵
水
︶

■
開
設
時
間　

午
後
一
時
三
〇
分
〜
午
後
四
時

■
開
設
場
所　

上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー



　

五
月
三
十
一
日
︵
土
︶、
上
板
町
中
央
公

民
館
に
お
い
て
平
成
二
十
六
年
度
戦
没
者

追
悼
式
が
遺
族
関
係
者
約
九
十
名
出
席
の

も
と
、
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
戦
没
者
六
百
二
十
六
柱
の
冥
福

を
祈
り
、
参
加
者
全
員
で
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
、
七
條
町
長
の
追
悼
の
こ
と
ば
を
は
じ

め
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
追
悼
の
こ
と
ば

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、﹁
ふ
る
さ
と
﹂
や
﹁
赤
と
ん
ぼ
﹂

等
思
い
出
深
い
音
楽
演
奏
の
中
、
ご
遺
族

の
方
々
が
献

花
を
行
い
戦

火
に
散
っ
た

戦

没

者

の

方
々
に
哀
悼

の
意
を
捧
げ
、

日
本
の
恒
久

平
和
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
上

板
町
遺
族
会

七
條
会
長
か

ら
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
、
式
は
厳

か
に
終
了
し
ま

し
た
。 戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦

没没没没没没没没没没没没没没
者者者者者者者者者者者者者者
追追追追追追追追追追追追追追
悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼
式式式式式式式式式式式式式式
がががががががががががががが

戦
没
者
追
悼
式
が

挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
行行行行行行行行行行行行行行
ささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままま
しししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたた

挙
行
さ
れ
ま
し
た



次次次次次次次次次次次次次次
回回回回回回回回回回回回回回
のののののののののののののの
大大大大大大大大大大大大大大
型型型型型型型型型型型型型型
ごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみ

次
回
の
大
型
ご
み

引引引引引引引引引引引引引引
取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりり
日日日日日日日日日日日日日日
時時時時時時時時時時時時時時

引
取
り
日
時

　引取り場所　

上板町リサイクルセンター

（役場西隣）

※引取りには、大型ごみ一品につき

「大型ごみシール」が一枚必要です。

８月１７日（日）
午前８時〜正午

第
一
回
上
板
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
交
流
会

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原

大
川
原
高
原

ああああああああああああああああああああああああ
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ
ささささささささささささささささささささささささ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
とととととととととととととととととととととととと
神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神
山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温
泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉

あ
じ
さ
い
祭
り
と
神
山
温
泉

備　考内　容時　間

８：３０〜受付上板町役場出発　９：００

ウォーキング、朝日
が山山頂へ（１.５㎞）

大川原高原到着
あじさい祭り

１０：３０〜１２：３０

バス移動１２：３０〜１３：００

食事、入浴等神山温泉１３：００〜１６：００

現地出発１６：００

解散上板町役場着１７：００

第
二
回
上
板
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
交
流
会

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
がががががががががががががががががががががががが
丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘
海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴
とととととととととととととととととととととととと

月
見
が
丘
海
水
浴
と

ババババババババババババババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　

★
日　
　

時　

平
成
二
十
六
年
八
月
三
日
︵
日
︶

　
　
　
　
　
　

※
雨
天
決
行

★
行　

き　

先　

月
見
が
丘
海
水
浴
場

★
参　

加　

費　

会　

員　

二
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　

会
員
外　

二
、五
〇
〇
円
︵
大
人
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、五
〇
〇
円
︵
小
学
生
以
下
︶

★
定　
　

員　

二
二
名
︵
会
員
一
四
名
、
会
員
外
八
名
︶

★
申
込
受
付　

七
月
十
四
日︵
月
︶
一
三
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
一
八
日︵
金
︶一
七
時

　
　
　
　
　
　

先
着
順　

︵
申
込
み
時
に
参
加
費
集
金
︶

備　考内　容時　間

８：３０〜受付上板町役場出発　９：００

海水浴、ウォー
キング　など

到着後、各自　
自由行動

　９：３０〜１２：００

食後片づけ
食事
【バーベキュー】

１２：００〜１４：００

自由行動１４：００〜１６：００

現地出発１６：００

解散上板町役場着１７：００

★
日　
　

時　

平
成
二
十
六
年
七
月
十
三
日
︵
日
︶

　
　
　
　
　
　

※
雨
天
決
行

★
行　

き　

先　

大
川
原
高
原
・
神
山
温
泉

★
参　

加　

費　

会　

員　

一
、八
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　

会
員
外　

二
、五
〇
〇
円　
　
　
　
　
　
　
　

★
定　
　

員　

二
二
名
︵
会
員
一
四
名
・
会
員
外
八
名
︶

★
申
込
受
付　

七
月
七
日︵
月
︶一
三
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
十
一
日︵
金
︶一
七
時

　
　
　
　
　
　

先
着
順
︵
申
込
み
時
に
参
加
費
集
金
︶

　お問い合わせ先

　開設時間　月〜金１３時〜２０時　土１３時〜１８時

　上板ふれあいクラブ　TEL ６３７−６００６

　★中学生以下は必ず保護者同伴のこと

　お問い合わせ先

　開設時間　月〜金１３時〜２０時　土１３時〜１８時

　上板ふれあいクラブ　TEL ６３７−６００６

　★中学生以下は必ず保護者同伴のこと





※休日・夜間緊急病院は、変更している場合がありますので、必ず電話してから受診してください。
� ��������������������������������������������������������������������������������������

担当時間以外

の深夜の救急

きたじま田岡病院　　６９８−１２３４　　全日対応ですが、要確認

稲次整形外科病院　　６９２−５７５７　　水曜日、土曜日は受診前に要確認

東徳島医療センター　　６７２−１１７１　　対応日は確認して下さい

７・８月　保健行事予定表

３．のびのび子育て教室

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２６年
２月１０日〜

平成２６年
５月３０日生

離乳食教室、赤
ちゃんの成長発
達・事故予防・
予防接種につい
て

農村環境改
善センター

９：３０〜
９：４０

8/8

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　当内　　容場　　所時　　間月／日

保健師個別健康相談
農村環境改
善センター

１０：００〜
１１：３０

7/1

保健師・理学療
法士

個別健康相談・
健康教育

農村環境改
善センター

１０：００〜
１１：３０

8/5

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２５年
９月１０月　

平成２６年
３月４月生

問診、身体測定、
診察、育児相談、
栄養相談

農村環境改
善センター

１３：１０〜
１４：００

8/6

２．乳児健康診査

Ⅱ．乳幼児健康診査

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２６年
２月１０日〜

平成２６年
５月３０日生

股関節脱臼検診・
ブックスタート

農村環境改
善センター

１０：３０〜
１１：００

7/30

１．股関節脱臼検診・ブックスタート

４．１歳６ヶ月児健康診査

該 当 者内　　容場　　所受付時間月／日

平成２４年
１２月１日〜

平成２５年
２月２８日生

問診、内科・歯
科診察、身体測
定、聴力検査、
発達・育児・歯
科・栄養相談

農村環境改
善センター

１３：００〜
１３：２０

8/21

Ⅲ．がん検診（４０歳以上の方）

料　　金内　　容場　　所時　　間月／日

１,５００円
乳がん検診（マ
ンモグラフィー
撮影）

農村環境改
善センター

１３：００〜
１６：００

7/23
8/26

�担当時間�　平日１８：００〜２２：３０　　休日９：００〜２２：３０

平成26年７・８月分
〈7/1〜8/10まで〉

市外局番は（088）です。

６７２−０１７６三 愛 内 科１㈫７
月 ６７２−４９７０福 島 内 科２㈬

６７２−０５７１新 野 医 院３㈭

６７２−５６３０近 藤 内 科 医 院４㈮

６９２−５７５７稲 次 整 形 外 科 病 院５㈯

６９２−６８８６鶴 岡 内 科 胃 腸 科６㈰

６７２−５１４８ファミリークリニックしんの７㈪

６７２−６６１８み や ざ き 内 科 診 療 所８㈫

６９４−５３５３井 内 内 科９㈬

６９４−２００９野 田 （ 泰 ） 医 院１０㈭

６９４−２００８野 田 （ 五 ） 医 院１１㈮

６９２−２３１７浜 病 院１２㈯

６９３−００８７き は ら 耳 鼻 咽 喉 科１３㈰

６９４−５５１５友 成 医 院１４㈪

６３７−６０６６井 関 ク リ ニ ッ ク１５㈫

６３７−６６００上板整形外科クリニック１６㈬

６９４−８３８８川 原 眼 科１７㈭

６９９−２９２１浦 田 病 院１８㈮

６９２−６１１１安 芸 内 科１９㈯

６９３−１１８８近 藤 外 科 内 科２０㈰

６９２−１２２０大 久 保 内 科２１㈪

６９９−５３５５芳 川 病 院２２㈫７
月 ６９９−８０７０井 上 病 院２３㈬

６９９−３７７７春 藤 内 科 胃 腸 科２４㈭

６９９−２７８７谷口耳鼻咽喉科クリニック２５㈮

６９２−８９００清 水 内 科２６㈯

６９３−１０２１杉みね整形クリニック２７㈰

６７８−８５８５か ま だ 眼 科２８㈪

６９８−８６８９高 田 整 形 外 科 病 院２９㈫

６９８−５１５７三 木 ク リ ニ ッ ク３０㈬

６９８−８６５５有 住 内 科 ク リ ニ ッ ク３１㈭

６９８−５１１１堀 口 整 形 外 科１㈮８
月 ６９２−９２１１わ た な べ 皮 膚 科２㈯

６９３−３０２０増 田 ク リ ニ ッ ク３㈰

６９８−０３０３藤 本 ク リ ニ ッ ク４㈪

６９８−３１１１越 智 外 科 胃 腸 科５㈫

６９８−８０６０平 野 内 科６㈬

６９８−５５００山 田 外 科 内 科７㈭

６９８−６１１１吉 野 川 病 院８㈮

６９２−２４０３奥 村 医 院９㈯

６９２−１２７７小 松 泌 尿 器 科１０㈰
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︵
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平
成
二
十
六
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度
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ー
ル
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が
、
五
月
十
六

日
︵
金
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光
小
学
校
体
育
館

に
て
開
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さ
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、
町
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二
チ
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が
熱
戦
を
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げ
ま
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た
。

　

大
会
の
結
果
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と
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で
す
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●板野郡町対抗軟式野球大会　７月13日（日）

（詳細については、町教育委員会までお問い合わせください。）

体育行事のご案内

　

第
十
八
回
上
板
町
消
防
団
ポ
ン

プ
車
操
法
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技
大
会
が
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催
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ね

て
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技
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繰
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ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
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果
、
第
二
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︵
廣
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平
分
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︶
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勝
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。
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三
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団
︵
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長
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で
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。
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勝
し
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二
分
団
の
選
手
は
、
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